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度 3Gbps、上り最大伝送速度 1.5Gbps の実現を
目指しています。第 5世代移動通信システムで
は、さらに 10 倍以上の伝送速度、すなわち

























バンド移動通信システムの技術定条件」としてその技術基準が 2011 年 3 月に策定されました［2］［3］。




利用するモード 1と、IEEE 802.16 規格が主に想定しているマイクロ波帯から、VHF帯に移行する場合
に必要とるパラメタ最適化を行ったモード 2 とがあります。さらにモード 1 の中にも、元々 IEEE 
802.16 規格がもつ 5MHz 帯域幅で 512 ポイントの FFTサイズを使用するモードと、10MHz 帯域幅で
1024 ポイントの FFTサイズを使用するものを 5MHz 帯域幅に圧縮してVHF帯の周波数選択性フェー
ジングに対応するモードの 2つがあります。これまでに、このシステムに関するコンセプト提案［5］や、



















携帯端末（3G HSDPA系、LTE）や無線 LAN（IEEE 802.11n、802.11ac）では、周波数利用効率を
向上するMIMO（Multi-Input Multi-Output）多重伝送が実用化されています。ある瞬間に同じ周波数
を利用するのは 1つのユーザ端末のみであるためシングルユーザMIMOと呼ばれています。LTEでは
2ストリーム多重（同じ周波数で情報を 2系統）伝送が、802.11n では 3 ストリーム多重伝送までが一
般に普及しています。
MIMO多重伝送に利用できるストリーム数は伝搬環境に依存しており、多くのストリームを効率よ


























































て他の携帯端末に送信します。図 6に各手法 10 パケット平均のビット誤り率（BER）の累積分布関数
（CDF）を示します。予め定められた固定順で 4信号を共有する 4slot-RoundRobin 法は、6信号を用い
る全受信信号共有法（図中 6slot-FullCollabo）よりも BER特性が大きく劣化しています。一方、適応的







タ、センサ、モニタに無線デバイスを具備させ、この無線デバイス間を SUN（Smart Utility Network）





ネットワークWi-SUN（Wireless Smart Utility Network）の研究開発が国際的に行われています［16］。
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